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　植物の向日性については、種々の説があるが、Galston
Brauner等に依って提唱されたリボフラビン（以下Rbf
と記す）を増感剤とするインドール酢酸（以下IAAと
記す）の光分解反応の機構は次式に依って表示される。
すなわち、Galston等1｝は
　　Rbf十hy－→Rbf＊　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　Rbf＊十IAA－→IAA（ox）十Rbf・H2　　　（2）
　　Rbf・H2十1／202－一＞Rbf十H20　　　　　　　（3）
の式で説明している。このことは光に依って活性化され
たRbf＊が直接IAAに作用して、　IAA酸化物を生成
することを意昧している。Brauner2）は、前式の（2）を
更にこまかく分けて、次のように考えている。
　　Rbf＊十2H20－一＞Rbf・H2十20H　　　　　　（2a）
　　20H－→H20十〇　　　　　　　　　　　　　（2b）
　　O十IAA－→IAA（ox）　　　　　　　　　　（2⇒
この機構はRbfの光還元反応で、光合成におけるクロ
ロブィルの挙動に類似した反応として取扱われたもので
ある。すなわち、活性化されたRbf＊は一度水を分解
し、これに依って生じたOH基が2分子集まって水を
生じる際、発生する発生期の酸素がIAAに作用して、
IAA酸化物を生ずると云う提案である。
　筆者等は、これらの機構の解明を目指した。前報に於
いて、IAAの光分解の反応形式、光強度、温度の影響
及び、増感作用を行うには螢光性を有することが必要条
件であることを報じた3）。前報に引っついて、ここに、
IAAの光分解反応の第一段の反応である増感色素の螢
光性と光分解反応との関係について得られた結果を第2
報として報告する。
試 薬
実　験　方　法
（1）IAA：前報にしたがった。
（2）発色試薬：前報にしたがった。
（3）色素；前報にしたがって、Rbf，　Trypaflavin（Tpf）
及びAcridin　yellow（Ac．　Y．）を用いた。
　実　験　法
　螢光は暗室でIAAと色素を混合し、日立製のEPU－
2型分光光電光度計に螢光部品を取りつけたものを用い
て測定した。励起光源には超高圧水銀灯を使用し、光源
光路に東芝製のV－B2（B）フィルターを挿入して4300
Aの青色光を使用した。
　装　　　置
　（1）照射装置：前報と同様である。
　（2）照射光強の調節：照射光強度の調節は前報と同様
であるが、金網の目の大きい16メッシュのものを銀メッ
キして使用した。試料の面上にあたる照射光強度と、挿
入した金網枚数との関係は第1表の如くであった。強度
第1表
金網番号 oi　li　21　3：　4i　5
金網枚数 ・［・1・ 3 4　　5
光撮（％）・・…　　1・・　1 24　E14，6　　　9．5
比は金網なしの場合を100％とし、ガルバノメーターの
振れを以って示してある。
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実　験　結　果
　1．増感色素のIAAによる消光
　（i）螢光強度とpHとの関係
　増感色素のIAAによる消光を測定する前に、この反
応は、光によって、溶液のpHが変化を生ずるので、増
感色素のpHによる螢光強度を測定しておく必要があ
る。常法にしたがってSφrensen緩衝液（リソ酸塩混合
液）を用意し、種々のpH緩衝液に各色素を溶解（色素
濃度20×1’5mol／1）して、その螢光強度を測定した。測
定波長はRbf．は530mμ、　Tpf・及びAc．　Y・は510mμ
である。この結果第1図を得た。この図は、便宜上、各
色素の螢光強度の最大値を100％として図示したもので
ある。筆者等の実験はin　vitroで、　pH　4～5附近で行
つているからいつれの色素に於いても、ほぼ最大螢光強
度の状態であり、かつ、生じたpH変化も、螢光強度に
影響のないことが認められた。
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　　第1図　螢光強度とpHとの関係
　　　一〇－Rbf．（測定波長530mμ）
　　　一×－　Ac．　Y．（測定波長510mμ）
　　　一△－　Tpf　（測定波長51Qmμ）
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　　第2図　色素一IAA系の螢光曲線
一〇－Rbf．－x－Ac．　Y．　一△－Tbf．
　（ii）色素一IAA系の螢光
　Rbf．，　Tpf，，　Ac．　Y．の三色素について、それぞれIAA
濃度0，2，4，8，及び10γ〆mlになるよう加え》（，そ
の螢光強度を測定した。第2図はその結果を示す。この
図より三種の増感色素はIAAによつて、消光を生じな
いことが認められた。
　2．照射光強度との関係
　一部、前報に於いて報告したが、さらに照射光強度を
種々変化さしてsTpf．－IAA系、　Rbf．－IAA系にっい
て 定を行った。両系共に色素濃度10’‘mol　／1，　IAA濃
度5 γ／mlのものを使用した。その結果第3図及び第4
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第3図　光強度のJAA光分解に対する影響
　　　　　　（Tpf．10』4mole／1）
　　一（⊃－　　100％　　　　一〇－　　　　24％
　　一×－　　　65％　　　　一△－　　14．6％
　　一［：］－　　　39タ6　　　　－◎－　　　9．5％
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第4図
一〇－100％
一×一一〇一
e　　　　　　　　　　　lo　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　
　　　　　時　　間（n｛m）
光強度のIAA光分解に対する影響
　　（Rbf．10－4mole／1）
　　　　　　一●－　24％
　　65％　　　　一△－　14．6％
　　39％　　　　一〇－　　9．5％
　　　図を得た。これらの結果より、光強度の影響はかなり著
　　　明に現われていることが認められる。第5図及び第6図
　　　t＃　｝第3図i第4図をもととし、縦軸にlog（n／no）
　　　を敢ったもので、見掛けの反応は指数函数的反応であ
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第5図　各光強度に於けるIAAの光分解曲線
　　　　　　（Tpf．10－4　mole／1）
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第6図　各光強度に於けるIAAの光分解曲線
　　　　　　（Rbf．10『4　mole／1）
ることを示している。（但しno，　nはそれぞれ初期及び
残存IAA分子数である。）第5図及び第6図より反応
速度定数を求め、これを縦軸に取り、横軸に照射光強度
を取ったものが第7図である。曲線は飽和現象のあるこ
とを示している。
　螢燐光の飽和現象は、一分子反応の場合は次式で示さ
れる4）。
　　　　　　　　1　　　　　B　　　　　　　　＝L．．A十一一　　　　　　　　　　　　　Is　　IF
　IFは螢光強度、　Isは励起光強度、　A，　Bは定数であ
る。第8図は上記の結果を1／∫F～1／1s，1／k～1／1sのグ
ラフにして描いたものである。いつれも直線関係が得ら
れ、且つ、縦軸との交点は正側にある。このことは、速
度定数kがIsに比例するのでなく、　k（x　IF　oc〔Rbf＊〕で
あることを示し、d〔IAA〕ノdt＝k〔Rbf．＊〕であることを
意味している。
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　第7図　照射光強度と反応速度定数との関係
一×－　Tpf．－IAA系，　　一〇－　Rbf．－IAA系
　　　　　O　　　　　　　　Z　　　　　　　　4　　　　　　　　6　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　1πs
　　　第8図　1／IF（or　1／k）～1／Isの関係
　　　　一●－Tpf．－F　　－○－　Rbf．－F
　　　　－△－Tpf．－k　　－△－　Rbl．－k
3．酸素の影響
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第9図　Rbf．－IAA系の光分解に及ぼす溶存酸素の影響
　　　　　　一〇一　空気中での状態
　　　　　　一×一　無酸素状態
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　上記の実験は空気との接触状態に於いて行なわれた。
酸素の影響を調査するために、窒素気流中にて実験を行
なった。蒸溜水にピ戸ガロール及び苛性カリを加えて、
減圧状態で再蒸溜を行い無酸素状態の純水を得た。これ
にIAA及び色素を窒素気流中にて加え、溶解し、サィフ
ホンの理を応用してピェーレヅト中に移し、あらかじめ
流動パラフィンを入れた角型セルに，空気を遮断して所
定の容量づっ移し照射測定を行った。第9図は、Rbf．－
AA系の場合得られた結果である。このグラブより、
溶液中の溶存酸素の影響は明らかに認められる。反応速
度定数（k）は空気中で行つた場合に比して、約半分位に
なっている。なお、無酸素状態の場合も螢光の消光はほ
とんど認められなかった。
　4．螢光消光物質による影響
　螢光消光物質として著明なアスコルビン酸（以下A．A．
と記す），KCNS，　KIの三櫨をえらび、色素一IAA系
に加えて、螢光消光物質による光分解の阻害を測定し
た。第10図はRbf，－IAA系において、　IAA濃度50γ／
ml，　Rbf濃度2×10’4mo1／1，螢光消光物質濃度10”3
mol／l，のものを容量比8：2：1の割合で加えたもの
の測定結果である。KIがもっとも阻書作用強く、　KC
NSがそれに続き、　A．A．に於いてはほとんど阻害作用
は認められない。
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第2表
IN・n・A…　KI「K・N・
・・…（…R…）｝・ 5 5 5
04
嵐o．2
pH T　4．10　　　4，00　　　4，15　　　4．10
Inhibit ・＋巨
IF 80 50 61 63
Io 　20　　　　　　　　　　　30
時　間（min）
第10図　螢光消光物質によるRbf．－IAA系の
　　　　光分解の阻害
　　一〇－　None　　－一ロー　KCNS
　　－×－　AL　A．　一△－　KI
40
消光作用を行なっているにもかかわらず阻害作用は全く
認められなかった。Braunerによれば、　AAは顕著な
阻害作用を行なうと報告しているが、筆者等の実験に於
いては、数回くりかえして実験を行なつたにもかかわら
ず、ほとんど阻害作用を認める事が出来なかった。
　考　　　察
　IAAの光分解に対する増感色素の螢光性を調査した。
その結果は、次の如く要約することができる。
　1）Rbf＊．，　Tpf．＊，　Ac．Y．＊との間の直接反応はない。
　このことは、それら色素の螢光が、IAAの添加によ
つて、消光作用を生じないことから明瞭である。
　2）IAAの光分解は螢光状態にある色素によって行
なわれる。
　1／1F～1／1s，1／k～1／1sの関係より1反応速度定数k
は、k。。IF。。Rbf．＊となり、螢光状態にある色素分子が
増感作用を行なっていることが明瞭である。
　3）螢光阻害物質とIAAの光分解との関係
　アスコルビン酸を除いて、KCNS，　KIのような螢光
阻害物質が、IAAの光分解を阻害することは、増感色
素による光分解反応が螢光状態によるという事実の裏付
けになる。（昭和33年日本化学会、第11年会にて発表）
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　次に螢光消光物質による螢光強度（IF）とpH及びそ
の阻害作用の有無を表にまとめてみると第2表が得られ
る。’ ｱの表からいつれの螢光消光物質も消光を行ってい
る。KI，　KCNSについては消光の害恰に比例して阻害
作用も強くなっている。A．A．はKI，　KCNSより強い
一一．－ P2一
